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CYSTOTHECA属は存立ぜしむへきや否や

揮回乗吉

IS THE GENUS CYSTOTHECA TO BE RETAINED OR NOT? 

KENKICHI SAWADA. 

Cystotheca属は Berkeley及 Curtis爾氏（Characterof New Fungi, etc.）が西

暦一八六二年 C.Wrightii菌接見によ島-c創設せしものにして．賞時子嚢胞子詳

ならず、菌綜暗褐色在るを以て被子嚢菌科（Perisporiaceae）に鹿せしめた bS。綾

Engler及 Prantl雨氏（NatilrlichenPflanzenfamilien, Teil. I. Abt. r.）は等し〈

岡科に納めたるも、子嚢胞子不明な bしを以て疑し5属として別列に置け b。又

Saccardo氏も（SyllogeFungorum. Vol. I.）之れを同科に置けb。其稜同菌は日

本氏於て按見せられ℃其子嚢及子嚢胞子等明白となれb。而して其属の記載を見

るに

子嚢殻は球形表生の褐色菌糸上に生じ、被殻は二屠よ b成上内層は無色

の細胞よ b成 b容易に外層よ b離別すO 内民只ーヶの子嚢を合む。子嚢胞

子は草胞無色長楕固形な b。

出田氏（日本植物病理．皐）も亦同科中氏置き、又Clements氏（Generaof Fungi) 

も亦同様に取扱へbo即ち菌糸は表生にして暗色を呈し普通附属器を敏〈等の要

黙にて被子嚢菌科に属せしめたるものなるべし又子嚢殻は内外二屠の壁を有し

内唐無色にして外屠よ b分離し易し又子嚢殻内に只ー箇の子嚢を合む等の特徴

よbCystotheca属は存立するなるべし。

本属の種類としては第ーに Berkeley及 Curtis雨氏が創め℃作れる Cyst.

Wrightii B. et C.あb。西暦一九00年P.Hennings氏（Engler,Jahrbuch, XXVIII.) 

が日本に於てあかがし（Quercusacuta Th.）上に寄生せるを検し、子嚢殻、子嚢及
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子嚢胞子を明記せb。叉出田氏はあかがし（Q.acuta Th.）及｛i;がし（Q.glauca 

Th，）の葉上に寄生するを記し、大正元年一月余も亦明石に於て4ろがしの上に之

れを得たb0 P. Hennings氏の記する所に殆んf一致するも、只子嚢は柏、今大形

にして大:::'S65-75 X 45-48μ あbO又子嚢胞子も稿φ大形にして大さ 20ー22×

10-12μあb。
次に西暦一八八六年 Harkness氏（NewCaliforn. Fungi）は Quercusagrifolia 

上に Sphaerothecalanestris Hark.菌を接見し、其分生胞子時代を Oidiumventri-

cosum Hark.となせbc其後一九00年 Salmon氏（Monographof the Erysipha-

ceae）は同菌を同名の下に記述し Quercusagrifol ia, alba, macrocarpa, minor, Pri-

mus，及 rubra ~t寄生するを記せれ又一九O九年出田氏（日本植物病理串〉はヲ

れを宮部博士の改名に係る Cystothecalanestris (Hark.) Miyabe.となし、となら

(Quercus glandulifera Bl.）及4ぬぎ（Q.serrata Th.）に寄生するを記せれ綾一九

一0年 Saccardo氏（A.nnalesMycologici. Vol. VIII.）は CystothecaWrightiiとし
て記述し、一九一一年（Ann.Mycolog. Vol. IX.) C. lanestris (Hark.) Sacc.となし．

共に明かに匝別し難きもの、如しとせb。即ち今日本属には二種を合tn：.と知ら

る。我牽；母に於ては本麗に麗するもの一種を産す0去；；がしの葉裏に寄生するもの

なb。多分 Cystothecalanestris菌に相常するものなるべし。今其記載を試るに

分生胞子時代：

新葉の裏面民生じ白色粉肢にして葉の一部乃至全面を占U。菌糸は無色tと

して直径約 5μ あbて金〈表生宅Eりo寄主表皮細胞内に細胞膜を貫主て吸

器を穿入すO吸器は卵朕万至楕固肢にして鞘被幽かな b。大:::'S8ーII×7-

8μ あb。捨子梗は表生菌糸よ b垂直に牙出し、園柱肢．大:::'S92ー124X 

IOー12μ あbO ー乃至二個の隔膜を有し、其頂端t乙連鎖肢に舟生胞子を形

成すO基部菌糸よ bの牙岐勲氏於ける隔膜は稿φ分肢黙よ b上方に存在す。

分生胞子は護服即ち短紡錘肢はして、雨端切頭をなし、長苫 30ー36μ稀に

44/lに遣し、幅 17-24μ あ!J0 無色折光の合有物を容れ、猶園肢の空胞と

少数のフヰプロジン体を合む（0-3箇稀に 8箇迄）
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子嚢施子時代：

菌糸は永存し、初め友色にして厚し続陪褐色となれ菌糸上よ b磐し〈

剛毛を生じ羅沙肢と在る、・剛毛は飴備色にして折光内空を見ず、又脂膜を

有せずo車又は基部lこ於て牙岐し、著しく轡曲し、長さ約 150-2oop.直径

5P.あb。子嚢殻は剛毛叢内に匿れ、球形にして濃暗褐色、直径 72-8811

あ上内に一子嚢を合む。基部に附属器として菌糸上の剛毛に等しきもの

数箇を有し、或は柏、φ菌糸状なるものを有すO 子嚢殻壁は二三層の細胞I

b成 b大苫 6-20×5-13p.あb。又子嚢殻壁の内面に一層Ib成れる無色

多角形の細胞列あれ子嚢を包み嚢状をなすO 折光の合有物を合み、子嚢

殻を麿潰する時は子嚢と共に外出す、其細胞の大苫は IJ-25X 9-16p.あ

b子嚢は楕園朕乃至長楕園朕．基部に短柄を有し、大苫 76--106×48-g4p. 

あb、内に入箇の子嚢胞子を合む。子嚢胞子は楕固形tとして無色軍胞、大

ヨ26-32×16--18p.あb0 

叉伊藤誠哉氏の厚意によ bτ越後産おほなら（Quercuscrispula Bl.）上に寄生

せる Cystoth巴calanestrisを得た b。之れを検するに未究成熟期に至らぎる標品在

bしを以℃充分なる観察を遂げ能はぎ!Jき。

菌糸屠は灰色乃至淡褐灰色にして厚〈、菌糸上に多くの剛毛を生ず。剛毛

は淡色にして 160-250X 4-5/1あb。子嚢殻は球肢にして濃暗褐色、直径

72-95p.あbo 其壁を組成する細胞は多角形を在し、大~ 8-17×7-14p. 

あ b 。又内層の細胞は一層にして無色多角形折党の合有物を合み。大~

11-20×9-16p.あれー箇の子嚢を合む。子嚢は楕園肢にして短柄を有

し大~ 86-100×56-7op.あれ内に八胞子を合U。子嚢胞子は充分なる

接育をなさず。

今 Cystothecalanestris (Sphaerotheca lanestris）に就て Harkness,Salrnon，伊

藤氏の記載及標品と本島産とを比較するに



SAWADA: Is THE GENUS CYSTO'l'HECA TO BE R町 AINEDOR .NOT? 207 

子護教｜タト般細胞内般細胞 子 護 子誕胞子 分生胞子

出 rkn叫霊） 90-1o8μ 一 一 75-102 （長） 21x18 34-38×20-22 

Salmon （同） So-120μ 10-12 15 Iαト130×＆〉ー7524-30×18-20 一
伊 藤（宮） 72-95 μ 8-17×7-14 II-20×9-16 76-100×5ι70 一 一
本島産（同） 72-88 μ 6-20×5-13 18-25×9-16 76-136×48-64 26-32x 12-18 30-36(44）×17-24 

J吃表によ bて見るに本島産の子嚢殻は稿φ小形にして内殻細胞は稿φ大形な

f, o然るに他の部舟は大体相符合するを以て余は本島種を同種ならんと思考す。

如上の観察をなしたる時にーの疑問を生じ来れb。即ち Cystotheca属は果し

て被子嚢菌科に納めぎるべからぎるものなるや、叉何れの麗に最も近3や．叉果

して存立せしめぎるべからぎるもの在るや等の問題なん左に少し〈論ぜしめよ。

先づ Cystotheca属の分生胞子時代に就て考ふるに被子嚢菌科の舟生胞子時

代は Oidium形ならずとするも Cystotheca に於ては舟生胞子i主連鎖肢をなし

Oidiui:n形なるのみ在らず、粉病菌科（Erysiphaceae）の或る種類 ErysipheCicho-

racearumの牙生胞子の如〈無色折光の合有物及固肢の丞胞を合み．猶フヰフ’ロジ

ン体を少数にても合有するは金＜ Sphaerotheca属の種類の分生胞子に酷似せb。

叉Cystothecalanestrisの牙生施子は聾肢にし℃少しく粉病菌科の種類の舟生胞子

の形とは異れる如〈在るも、 SphaerothecaHumuli, S. fu日ginea,Erysiphe Cichora・

cearum等の稿φ未熟在る胞子の形と相似たb。

吸器は稜子襲菌科には殆んど記する所在3も‘ Cystothecaにあ bては寄主の

表皮細胞内氏穿入し卵股万至楕回状をなし幽かにても鞘被を有する等粉病菌科の

特性に酷似し、殊に其性朕、形態等は ErysipheCichoracearum, Sphaerotheca fuli-

ginea, S. Humuli等のヲれに近し。

其他菌糸層、捨子梗．菌糸等の形態性朕等被子嚢菌科のものよ bは粉病菌科

中殊に Sphaerothecafuliginea, Erysiphe Cichoracearum に近似せb。

更に子嚢胞子時代よ b考ふるに

Cystothecaの菌糸層は綾店主 bて暗褐色となるは被子嚢菌科に納むべきもの
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在bと雄も、粉病菌科中にも屡ペト存在する所にして、例へばSphaerothecaHumuli 

等に見る所在 b。而して其若き時代の菌糸屠は・Erysiphe graminisに初梯た b。

菌糸上よ b綾に剛毛を生ずるは Meliola其他に見る所在るも、殊氏本属がな

す朕態に最も近きは Erysiphegraminisにして、其菌糸よ b:H-出する賦態、其形

強、及折覚的tとして内空を殆んE有せぎる等金〈酷似せb。只 E.graminis k於

τは無色万至淡色にして Cystothecak於ては飴色万至飴褐色左 b。

Cystothecaの子嚢殻外壁をミク官ト 1ム裁断面に℃検するに、二三層の褐色

在る細胞Ib成れ9o而して粉病菌科の種類にも之れに近似するもの多LoEry-

siphe graminis £t於ては二三屠よ b成L Microsphaera polygoniに於τは五六唐

よb成k Sphaerotheca Humuli にては三層よ b成L Fuliginea ＆とでは二屠よ b

成れb。叉外観的の場合に壁細施不明瞭なる吠 Sph.Humuli k近し。然れEも此

細施屠の賦態は多くの科の多くの種頓に見る所在 b。

Cystothecaの子嚢殻の内壁に特殊なる細施層あb。外壁よ b容易に離れ、．子

嚢殻を匪潰する時は子嚢と共に外出し、一層の多角形なる細胞よ b成 ！＞ .無色折

光の合有物を合み、嚢状をなせる此細胞屠は本属の特徴のーの如〈記~る、も、

此細胞屠は本麗に限らる、之となし粉病菌科の綿ての種類に存在すO即ち Sph・

aerotheca fliginea ,t於τは一万至三層よ b成れ大苫 12-20×8-12μ あb。又

Sph. Humuli k於ては一万至三層Ib成b大苫 9ー18x4-IO/.lあL Microspha-

era polygoni に於ても亦一万至三層.l:9成b大苫 9-12×5-8μあれ又Erysiphe

graininis に於ては三四屠l！＞ 成 b 大~ 8-20×6-13μ あb。猶他の種煩にも存

在するは明かなる事賞な b。是等の細胞の性質金＜ Cystotheca lt於けると同様に

して、只 Cystothecaにあ ！＞ 1:は一層l!J成れ粉病菌科の多くの種額にては一万

至轍層よ b成れるの差あ9o此細施は子嚢と子嚢殻壁との間際を充して子嚢を安

曇に保tt.しむるものだ b。故に Cystotheca:k於ては只一層の如〈まるも．精細に

検すれば二暦となれる部牙なきにしもあらず。Sphaerothecafuliginea にあ bても

或る場所は一層を在し、子嚢と子嚢殻との間際贋き場所には二三層と在れ ！＞ .他

の粉病菌科の種額も亦之れに等し。而しτCystothecak於ける如〈、容易に外壁
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よb剥離せられぎるのみ在 bo粉病菌科中の多数η種類の子嚢殻を塵潰する時iま

常に数箇乃至十数箇連績せる内壁細胞を認むるを得。裁に Sphaerothecaphyto-

ptophilaなる種類あ品 , Sph. Humuliに頗る酷似せるものにして、子嚢殻内壁は

Cystothecaと等しく容易に外壁よ b剥離しCystothecaと共通なる性質を有す。又

子嚢は是等内壁細胞に起原するものな b。

子嚢殻の附属器は被子嚢菌科には敏如するものなるも、 Cystothecaにては僅

かに存在し、菌糸上に存在する剛毛の如きものを有し、叉菌糸肢なるものを有すC

粉病菌科に於τはSphaerothecaHumuliが剛毛肢の附属器を有し、 Sph.fuliginea 

が菌糸肢のものを有し、又 Erysiphegraminisが短かさ菌糸賦なるものを有し、其

挟 Cystothecaに最も近L0 

子嚢は被子嚢菌科の種類に於ては殆んと多生にして、 Cystotheca.に於ては草

生にして無色草胞在る八胞子を合み、本科中の特殊のもの L如LO 然るに此子嚢

及子嚢胞子は粉病菌科中の Sphaerotheca又は Podosphaeratこ属する種額に綿℃

同様なれ

以上記する所によ b℃更に考ふるに

Cystothecaの分生胞子時代は Oidium形にして．被子嚢菌科の芳生胞子時代

と差あるは勿論、舟生胞子内に Erysiphaceae It.特有志るフヰプロジン体を合み

又菌糸層は綾に至 bて陪褐色と在るは粉病菌科中にも屡ベト存在する所にして、又

子嚢殻内壁細胞を有するは粉病菌科に普通の現象主 b。又子嚢殻の基部に附属器

を有し又一子嚢八胞子を合む等は全〈被子嚢菌科によ bは寧ろ粉病菌科に納めぎ

るべからぎる特徴な bο 叉分生胞子内にフヰプロジン体を合有せると‘子嚢殻の

附属器i立基部に存在して菌糸朕なると、及草子嚢草胞八胞子社るは Sphaerotheca

麗の特徴なるを以τ、常然 Cystotheca(Barkeley et' Curtis . .I 862.）属は Sphaero-

theca麗（Leveille,I 8 5 r.）の異名と在すべきものなれ即ち Cystotheca属は被子

嚢菌科よ b分離し粉病菌科に納むぺきものにして、且つ Sphaerotheca麗の異名

となすべきものな ！＞ 0 

終bl乙臨み貴重なる標品を貸典せられたる伊藤誠哉氏に深謝の意を表すO

‘ 


